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神々と幸福の南アジア

■�

講
演
者
…
…
ソ
ナ
ム
・
ト
ブ
ギ
ャ
ル
（
ブ
ー
タ
ン
国
民
総
幸

福
委
員
会
勤
務
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
修
生
）、
バ
ル
・

ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ア
デ
ィ
カ
リ
（
ネ
パ
ー
ル
財
務
省
勤
務
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
研
修
生
）

■�

司
会
・
解
説
…
…
山
形
辰
史
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発
ス

ク
ー
ル
事
務
局
長
・
教
授
）

■�

進　

行
…
…
矢
頭
典
枝

■�

使
用
言
語
…
…
英
語

■�

同
時
通
訳
指
揮
…
…
柴
原
智
幸
（
本
学
英
米
語
学
科
専
任
講

師
、
グ
ロ
ー
バル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
副
部
長
）

■�

同
時
通
訳
…
…
小
野
尾
光
平
、
岩
井
良
晃
、
椿
花
緒
里
、
奥

原
来
未
（
以
上
、
本
学
英
米
語
学
科
通
訳
・
翻
訳
課
程
学

生
）

　

本
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
よ
り
司
会
者
お
よ
び
講

師
を
迎
え
、
南
ア
ジ
ア
の
国
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。
南
ア
ジ
ア

は
地
理
的
に
も
民
族
的
に
も
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
、
今
回
は
そ
の
多

様
性
の
象
徴
で
も
あ
る
ブ
ー
タ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
に
注
目
し
、
国
の
基
本

的
な
知
識
、
国
民
の
生
活
、
そ
し
て
か
れ
ら
が
も
つ
哲
学
や
宗
教
を
と

お
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
理
解
を
深
め
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　

講
演
に
入
る
前
に
、
本
学
の
酒
井
邦
弥
学
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
四
月
、
本
学
は
学
科
を
再
編
し
、
新
た
に
ア
ジ
ア
言
語
学

科
お
よ
び
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
言
語
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
も
提
携
関
係
し
、
互
恵
的
な
関
係
を
築
い
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
今
回
の
講
演
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
、
司
会
を
つ
と
め
る
山
形
辰
史
氏
お
よ
び
講
師
二
名
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
、
山
形
氏
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
つ
い
て
の
説
明
が

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
五
日　

開
催

神
々
と
幸
福
の
南
ア
ジ
ア
─
ブ
ー
タ
ン
と
ネ
パ
ー
ル

�

ソ
ナ
ム
・
ト
ブ
ギ
ャ
ル
、
バ
ル
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ア
デ
ィ
カ
リ

�

（
執
筆
＝
今 

千
春
）
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な
さ
れ
た
。
同
研
究
所
は
正
式
名
称
「
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
」
と
い
い
、
本
学
と
同
じ
く

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
に
位
置
す
る
。
同
研
究
所
に
は
二
六
〇
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
そ
の
う
ち
一
三
〇
名
は
研
究
員
と
し
て
各
自
の
専
門

と
す
る
地
域
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
専
門
家
の
育
成

を
目
的
と
し
た
開
発
ス
ク
ー
ル
と
い
う
研
究
事
業
も
実
施
し
て
お
り
、

現
在
は
日
本
人
研
修
生
九
名
、
外
国
人
研
修
生
一
二
名
が
研
修
を
受
け

て
い
る
。
今
回
の
講
師
二
名
は
こ
の
外
国
人
研
修
生
と
し
て
来
日
し
て

お
り
、
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
日
本
に
滞
在
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
講

師
の
一
人
は
、
ブ
ー
タ
ン
出
身
の
ソ
ナ
ム
・
ト
ブ
ギ
ャ
ル
氏
で
あ
る
。

彼
は
ブ
ー
タ
ン
の
国
民
総
幸
福
委
員
会
に
勤
務
し
て
お
り
、
国
の
経
済

対
策
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
も
う
一
人
は
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
バ

ル
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ア
デ
ィ
カ
リ
氏
で
、
ふ
だ
ん
は
Ｂ
Ｋ
（
ビ
ー

ケ
ー
）
氏
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
、
本
レ
ク
チ
ャ
ー
に
お
い
て
も
同

様
に
紹
介
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
取
り
上
げ
た
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。
南
ア
ジ
ア
の
中
心
は
イ
ン
ド
で
あ
る
が
、
こ
の
地

域
は
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
、
西
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン

な
ど
の
砂
漠
の
地
域
、
東
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ほ
う
は
湿
っ
て
い
て
、

三
角
州
で
で
き
て
い
る
よ
う
な
地
域
で
あ
る
。
南
の
地
域
は
赤
道
に
近

く
て
暑
く
、
逆
に
北
に
行
く
と
雪
が
降
る
よ
う
な
地
域
で
あ
る
。
こ
う

し
た
地
理
的
な
多
様
性
に
加
え
、
民
族
や
宗
教
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
今
回
は
、
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
う
ち
、
と
く

に
ブ
ー
タ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
と
お
し
て

南
ア
ジ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

“Bhutan and H
appiness

”

　

ま
ず
、
ブ
ー
タ
ン
に
つ
い
て
ソ
ナ
ム
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演
の

前
半
で
は
ブ
ー
タ
ン
の
基
本
的
な
情
報
、
後
半
で
は
ブ
ー
タ
ン
が
発
展

指
標
と
し
て
採
用
し
て
い
る
「
国
民
総
幸
福
量
」（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

基
本
的
な
情
報
で
は
、
地
理
的
特
徴
、
人
口
、
政
治
行
政
、
民
族
衣

装
、
宗
教
、
国
花
、
国
獣
、
ま
た
国
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
写
真
と

ソナム・トブギャル氏（左）と、バル・
クリシュナ・アディカリ（ＢＫ）氏（右）

司会・解説の山形辰史先生
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と
も
に
説
明
さ
れ
た
。
ブ
ー
タ
ン
は
非
常
に
小
さ
い
国
で
、
北
は
中
国
、

南
は
イ
ン
ド
と
い
う
大
国
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
と
日
本
と
の

関
係
は
一
九
六
七
年
か
ら
続
い
て
お
り
、
現
在
ま
で
良
好
な
関
係
が
築

か
れ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
に
は
国
王
と
王
女
が
お
り
、
政
治
行
政
は
議

会
民
主
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
初
め
て
の
国
政

選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
民
族
衣
装
は
男
性
は
「
ゴ
ー
」、
女
性
は
「
キ

ラ
」
と
呼
ば
れ
る
衣
装
が
日
常
的
に
着
用
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
は
仏
教

が
主
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
国
花
は
ブ
ル
ー
・
ポ
ピ
ー
、
国
獣
は

タ
ー
キ
ン
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
は
弓
術
で
、
ブ
ー
タ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

次
に
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
成
り
立
ち
と
そ
の
理
念
、
指
標
が
示
さ
れ
、
国
の

政
策
と
し
て
の
実
践
、
ブ
ー
タ
ン
国
民
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
実
態
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
と
は
、
物
理
的
な
幸
福
と
物
理
的
で
は
な
い
幸
福
の

間
に
バ
ラ
ン
ス
を
作
り
出
す
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は

一
九
七
二
年
に
前
国
王
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
国
の
発
展

の
政
策
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

内
総
生
産
）
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
双
方
と
も
重
要
な
も
の
と

し
て
捉
え
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
は
九
つ
の
領
域
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
健

康
」「
教
育
」「
生
活
水
準
」「
経
済
的
多
様
性
」
と
「
経
済
活
力
」
は

す
で
に
多
く
の
国
が
基
準
と
し
て
い
る
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

「
心
理
的
な
幸
福
」「
時
間
の
使
い
方
」「
文
化
の
多
様
性
」「
地
域
の
活

力
」
は
ブ
ー
タ
ン
の
主
権
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
熟
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
運
営
は
、
基
本
的
に
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
一
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
二
〇
〇
七

年
に
Ｇ
Ｎ
Ｈ
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
中
核
と
な
っ
た
。
次
に
、

指
標
、
政
策
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
択
手
段
の
発
展
が
導
か
れ
た
。
三

つ
め
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
対
す
る
進
展
の
評
価
で
あ
る
。
二
年
に
一
度
、
調

査
が
実
施
さ
れ
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
が
よ
い
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

評
価
・
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一
〇
年
に
Ｇ

Ｎ
Ｈ
調
査
が
行
な
わ
れ
、
国
民
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
結

果
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
時
間
の
使
い

方
に
関
し
て
言
え
ば
、
理
想
的
な
一
日
の
時
間
の
使
い
方
と
し
て
「
仕

事
八
時
間
、
余
暇
八
時
間
、
睡
眠
八
時
間
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

二
〇
一
〇
年
の
調
査
で
は
「
仕
事
七
・
八
時
間
、
余
暇
七
・
七
時
間
、
睡

眠
八
・
五
時
間
」
と
、
睡
眠
時
間
が
や
や
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
た
。
次
に
国
政
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
ら
は
Ｇ
Ｎ
Ｈ
−Ｐ
Ｓ
Ｔ

（
政
策
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
）
を
と
お
し
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
国
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
は
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
レ
ン
ズ
を
と
お
し
て
評
価
、

選
別
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
強
化
す
る
政
策
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
採

用
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
相
反
す
る
政
策
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
撤
廃
し
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
こ
こ
で
は
更
新
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
政
策
に
つ
い

て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
−Ｐ
Ｓ
Ｔ
の
結
果
が
紹
介
さ
れ
、
二
十
六
の
指
標
を
そ
れ

ぞ
れ
ゼ
ロ
か
ら
四
ま
で
の
尺
度
で
評
価
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
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Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
ブ
ー
タ
ン
の
中
枢
を
な
し
て
お
り
、
国
民
の
生
活
お
よ
び
国

の
政
策
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ブ
ー
タ
ン
の
国
家
の
経

済
発
展
政
策
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
な
く
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
価
値
観
が
主
流
と

な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
政
策
の
中
心
と
す
る

こ
と
で
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
指
標
が
発
展
の
物
差
し
や
進
む
べ
き
方
向
の
コ
ン

パ
ス
と
な
り
、
資
源
分
配
方
法
や
優
先
す
べ
き
政
策
が
選
定
さ
れ
、
分

配
資
源
や
政
策
が
個
人
や
地
域
、
そ
し
て
社
会
全
体
に
影
響
を
与
え
、

そ
れ
が
ま
た
Ｇ
Ｎ
Ｈ
指
標
に
反
映
さ
れ
て
い
く
と
い
う
循
環
が
で
き
あ

が
り
、
さ
ら
に
よ
い
方
向
に
向
か
う
の
だ
と
い
う
。

“Natural N
epal

”

　

ブ
ー
タ
ン
に
続
き
、
ネ
パ
ー
ル
に
つ
い
て
Ｂ
Ｋ
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
ネ
パ
ー
ル
の
地
理
的
特
徴
か
ら
始
ま
り
、
国
の
基
本
情
報
が
述

べ
ら
れ
た
。
ネ
パ
ー
ル
も
ブ
ー
タ
ン
と
同
様
、
中
国
と
イ
ン
ド
と
い
う

大
国
に
挟
ま
れ
た
小
さ
な
国
で
、
一
二
五
の
民
族
が
暮
ら
す
多
民
族
国

家
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
言
語
も
一
二
二
の
言
語
が
話
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
多
民
族
性
か
ら
、
祭
り
が
一
年
の
日
数
よ
り
も
多
く
開
か
れ

て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ネ
パ
ー
ル
で
は
自
然
の
山
や
花
、
昆
虫
、
動
物
等
に
お
い
て
も
多
く
の

種
類
が
生
息
し
て
お
り
、
生
物
的
な
面
で
も
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
、
世
界
で
最
も
高
い
山
ト
ッ
プ
一
〇
の
う
ち
、
八
つ
は
ネ

パ
ー
ル
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。
ネ
パ
ー
ル
の
宗
教
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、

仏
教
が
代
表
的
で
多
く
の
遺
産
も
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
に
知
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
政
治
で
は
政
教
分
離
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
ネ
パ
ー
ル
を
代
表
す
る
寺
院
が
紹
介
さ
れ
た
。
パ
シ
ュ
パ

テ
ィ
ナ
ー
ト
寺
院
は
カ
ト
マ
ン
ズ
東
に
あ
る
バ
グ
マ
テ
ィ
川
の
川
岸
に

位
置
し
て
お
り
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
寺
院
の
な
か
で
最
も
重
要
な
寺
院
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ル
ン
ビ
ニ
は
、
仏
陀
の
生
誕
地
と
さ
れ
て
お
り
、

ネ
パ
ー
ル
の
人
々
は
仏
教
が
不
変
の
幸
福
の
す
べ
て
で
あ
る
と
信
じ
て

い
る
と
い
う
。
ス
ワ
ヤ
ン
ブ
ナ
ー
ト
仏
塔
は
カ
ト
マ
ン
ズ
渓
谷
の
頂
上

に
あ
り
、
モ
ン
キ
ー
・
テ
ン
プ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
仏

教
寺
院
で
あ
る
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
も
敬
意
を
表
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

シ
ュ
ヤ
ン
ブ
ナ
ー
ト
寺
院
も
仏
教
寺
院
で
あ
り
、
満
月
の
夜
に
僧
侶
が

祈
り
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
寺
院
に
加
え
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ

て
い
る
古
都
バ
ク
タ
プ
ー
ル
や
パ
タ
ン
の
ダ
ル
バ
ー
ル
広
場
や
数
々
の

仏
教
芸
術
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
た
。
バ
ク
タ
プ
ー
ル
の
ダ
ル
バ
ー
ル

広
場
は
旧
王
宮
前
に
あ
る
広
場
で
、
ネ
ワ
ー
ル
建
築
の
数
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
パ
タ
ン
ダ
ル
バ
ー
ル
広
場
も
ま
た
旧
王
宮
前
に
あ
る
広

場
で
あ
り
、
ネ
ワ
ー
ル
建
築
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
く
に
こ
こ

に
は
一
つ
の
石
で
立
て
ら
れ
た
寺
院
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

仏
教
絵
画
や
仏
像
、
タ
ン
カ
と
呼
ば
れ
る
仏
画
と
い
っ
た
仏
教
芸
術
は
、

ネ
パ
ー
ル
の
至
る
と
こ
ろ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
に
つ
い
て
も
少
し
説
明
さ
れ
た
。
先
に
も
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神々と幸福の南アジア

述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
ネ
パ
ー
ル
は
多
民
族
、
多
宗
教
で
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
、
と
く
に
ク
マ
リ
と
呼
ば
れ
る
少
女
が
存
在
す
る
こ
と
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
ク
マ
リ
は
、
生
き
た
仏
と
さ
れ
、
四
、五
歳
の
少
女

が
選
ば
れ
、
そ
の
少
女
が
去
っ
た
あ
と
に
は
、
ま
た
新
た
な
少
女
が
ク

マ
リ
と
な
る
の
だ
と
い
う
。

　

最
後
に
、
ネ
パ
ー
ル
の
自
然
、
観
光
地
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
が

詳
し
く
説
明
さ
れ
た
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
が

自
然
豊
か
で
文
化
的
多
様
性
も
あ
り
、
観
光
と
し
て
も
非
常
に
楽
し
め

る
国
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
や
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ

ン
プ
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
自
然
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
サ
フ
ァ

リ
を
体
験
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
も
見
ら
れ
た
り
し
て
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

　

以
上
で
講
師
二
名
に
よ
る
講
演
が
終
了
し
、
質
疑
応
答
の
時
間
が
設

け
ら
れ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
文
化
の
多
様
性
と
普
遍
性
、
ま
た
大
国

に
囲
ま
れ
た
国
と
し
て
の
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で
活
発
な
議

論
が
行
な
わ
れ
た
。

　

ま
ず
ブ
ー
タ
ン
に
関
す
る
質
問
と
し
て
、
ブ
ー
タ
ン
観
光
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ブ
ー
タ
ン
へ
の
外
国
人
旅
行
者
に
は
二
〇
〇
ド
ル

を
支
払
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
交
通
費
や
ホ
テ

ル
代
、
食
事
代
が
含
ま
れ
た
金
額
で
あ
り
、
単
に
大
金
を
支
払
っ
て
い

る
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
に
関
す
る
質
問
と
し
て
は
二
つ
挙
が
っ
た
。
一
つ

は
ネ
パ
ー
ル
の
多
宗
教
に
つ
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
に
は
多
く
の
民
族
、
宗

教
、
言
語
が
あ
る
が
、
人
々
は
他
の
人
の
宗
教
を
尊
重
し
な
が
ら
共
存

し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
ネ
パ
ー
ル
の
王
国
に
つ

い
て
、
都
市
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
Ｂ
Ｋ
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
政
治
的
、
経
済
的
な
発

展
性
が
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
回
答
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ブ
ー
タ
ン
お
よ
び
ネ
パ
ー
ル
両
国
に
対
す
る
質
問
が
三
つ

ほ
ど
挙
が
っ
た
。
一
つ
は
両
国
の
文
化
的
習
慣
と
日
本
と
の
違
い
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ソ
ナ
ム
氏
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
民
族
衣

装
に
つ
い
て
触
れ
、
た
し
か
に
ブ
ー
タ
ン
人
は
日
常
生
活
で
民
族
衣
装

を
身
に
つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
公
的
な
場
面
に
即
し
た
服
装
で
あ
っ

て
、
日
本
で
言
え
ば
ス
ー
ツ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
日
本
と

ブ
ー
タ
ン
に
は
エ
チ
ケ
ッ
ト
面
な
ど
に
類
似
点
が
見
ら
れ
、
目
上
の
人

を
尊
重
し
た
り
、
お
辞
儀
を
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
行
動
は
ブ
ー
タ
ン

に
も
あ
る
と
い
う
。
ネ
パ
ー
ル
に
関
し
て
も
、
日
本
と
の
類
似
点
と
し

て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
挙
げ
ら
れ
、
配
慮
の
面
で
は
共
通
性
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
言
語
面
で
も
似
て
い
る
面
が
あ
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
の
質
問
で
は
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
い
ず
れ
も
発
展
途
上
国
と
し
て
多
く
の
問
題

が
残
さ
れ
て
い
る
と
回
答
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
か
ら
国
の
発

展
に
伴
っ
て
法
律
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
、
差
別
は
解
消
し
て
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い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
付
け
加
え
ら
れ
た
。
最
後
の
質
問

は
、
中
国
と
イ
ン
ド
と
い
う
大
国
に
挟
ま
れ
た
両
国
の
互
助
関
係
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
。
両
国
は
、
イ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
政
策
や
教
育
等
を
共
有
し
て
お
り
、
協
力

関
係
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
両
国
は
南
ア
ジ
ア
地
域

協
力
連
合
に
加
盟
し
て
お
り
、
平
和
や
独
立
、
安
全
、
気
候
変
動
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
集
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
い
う
。

同時通訳を行なう、英米語学科通訳・翻
訳課程の学生たち

質問する、重冨スパポン先生
（本学アジア言語学科）


